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総
会
会
場

（県
ス
ポ
ー
ツ

会
館
）
と
新
役
員

・
常
任

理
事
の
み
な
さ
ん

講
習
会
の
充
実
・
北
谷
小
屋
利
用
促
進

／

平
成
３‐
年
度
愛
知
県
山
岳
連
盟

定
時
総
会
が
、
４
月
１３
日
（土
）
午

後
２
時
よ
り
県
ス
ポ
ー
ツ
会
館
大

会
議
室
で
役
員
、
理
事
が
出
席
し

て
行
わ
れ
た
。

冒
頭
、
岩
瀬
副
理
事
長
か
ら
本

日
の
出
席
者
４２
名
、
委
任
状
１５
名

で
、
会
則
第
１９
条
に
よ
る
２
分
の

１
以
上
の
出
席
を
満
し
て
お
り
、

会
議
が
成
立
し
て
い
る
旨
報
告
が

あ
り
、
議
長
に
北
村
理
事
長
を
選

出
し
会
議
が
始
め
ら
れ
た
。

最
初
に
安
藤
会
長
が

「今
日
は

多
く
の
方
の
出
席
が
あ
り
有
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。
当
岳
連
に
は
数
々

の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
理
事
の

方
や
会
員
の
皆
さ
ん
と
岳
連
の
現

状
を
考
え
な
が
ら
活
動
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
今

日
は
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
頂
き
な

が
ら
岳
連
の
こ
れ
か
ら
の
活
性
化

に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い

ま
す
」
と
挨
拶
。

議
事
に
入

っ
て
、
ま
ず
各
部
の

報
告
が
総
務
部
、
企
画
部
、
指
導

員
会
、
高
体
連
、
遭
難
対
策
、
自

然
保
護
、
広
報

（愛
知
岳
連

ニ
ュ

ー
ス
）
の
順
に
各
委
員
長
よ
り
年

間
の
事
業
報
告
が
行
わ
れ
、
更
に

加
盟
団
体
の
状
況
説
明
が
あ
り
了

承
さ
れ
ま
し
た
。
　

・

つ
づ
い
て
財
務
よ
り
平
成
３０
年

度
決
算
報
告
と
監
査
報
告
が
あ
り

承
認
。
ま
た
３‐
年
度
事
業
計
画
と

予
算
案
が
示
さ
れ
、
若
干
の
質
疑

が
あ

っ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
役
員
の
改
選
と
な
り
、
北

村
理
事
長
か
ら
予
め
常
任
理
事
会

で
決
め
ら
れ
た
案
が
提
示
さ
れ
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

引
き

つ
づ
い
て
、
そ
の
他
　
連

絡
事
項
に
入
り
、
①
北
谷
小
屋
の

利
用
に
つ
い
て
。
②
指
導
部
の
行

う
検
定
は
、
今
後
講
習
会
と
切
り

離
し
て
行
う
。
③
読
図
講
習
会
日

程
等
に
つ
い
て
。
④
遭
難
対
策
会

議
の
周
知
。
①
会
員
証
の
作
成
と

用
途
。
①
全
日
本
登
山
大
会
の
お

誘
い

（９
月
２８
日
～
３０
日
岐
阜
県

高
山
周
辺
）
⑦
岳
連
の
社
団
法
人

化
に
つ
い
て
。
①
愛
知
県
で
ア
ジ

ア
大
会
開
催
な
ど
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
担
当
者
か
ら
説
明
が
あ

っ
た
。
最
後
に
高
橋
副
会
長
が
閉
会
の

こ
と
ば
を
述
べ
、
１６
時
間
会
し
ま

し
た
。

◆
令
和
元
年
　
２
年
の
役
員
、
常

任
理
事
は
次
の
方
々
で
す
。

顧
　
問
　
磯
村
義
宣

（碧
稜
）

ク
　
　
梶
田
民
雄

（Ｒ
Ｃ
Ｃ
）

″
　
　
中
平
等
新
一
（や
ま
び
こ
）

参
　
与
　
尾
上
　
昇

（Ｊ
Ａ
Ｃ
）

〈
バ
　
長
　
安
藤
武
典

（∽
ｃ
ｚ
К
０
９
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副
会
長
　
伊
藤
智
彦

ク
　
　
高
橋
　
優

（名
古
屋
）

議
　
長
　
伊
藤
智
彦

監
　
事
　
和
田
末
憲

（∽
ｃ
ｚ
К
Ｏ
Ｓ

ク
　

※
渋
谷
尚
紀

▽
常
任
理
事

（※
印
は
新
任
）

理
事
長
　
北
村
憲
彦

（春
日
井
）

嗣鞘
辞
峠
　
鈴
木
清
彦

指
丸
企
画
　
岩
瀬
幹
生

（蒲
郡
）

指
　
導
　
本
田
光
彦

（ア
イ
ンヽ
ン
）

企
画
・指
導

高
木
　
宏

（Ｇ
Ｓ
Ａ
）

道
難
対
策
　
有
冨
保
之

（名
古
屋
）

舶
律
州
嘘
　
栗
木
洋
明

（岩
倉
）

＝

雪
山
技
術
研
修

・
講
習
会
実
施

＝

鮪
体
醜
※
佐
橋
秀
男

（高
体
連
）

財
　
務
　
谷
澤
昌
夫

（ト
ヨ
タ
）

敲
ぽ
Ｊ
　
渡
辺
俊
幸

（高
体
連
）

議
務
枷
　
椙
山
み
ど
り

”
ュ
ニ″
　
倉
　
　
要

企
画
広
報
　
多
田
純

一

（名
古
屋
）

会
計
補
佐
　
本
田
陽
子

（春
日
井
）

▽
事
務
局

椙
山
み
ど
り

（局
長
）

※
荒
川
俊
史

（広
報
　
Ｈ
Ｐ
）

星
　

一
男

（補
佐
）

▽
愛
知
岳
連

ニ
ュ
ー
ス
担
当

広
　
報
　
中
平
等
新

一

真

剣

に

多

く

の

技

術

習

得

／

大
日
ヶ
岳
で
雪
山
研
修
　
講
習

会
が
３
月
９
日
（土
）
１０
日
（日
）

の
２
日
間
で
実
施
し
た
。

参
加
者
は
初
級
コ
ー
ス
ー０
人
、

上
級
コ
ー
ス
ー２
人
、
指
導
員
８
人

で
各

コ
ー
ス
Ａ
　
Ｂ
２
班
に
分
か

れ
て
講
習
を
行

っ
た
。

全
体
講
習
と
し
て
、
初
日
の
ビ

ー
コ
ン
チ
エ
ツ
ク
、
２
日
目
の
ビ

ッ
ト
テ
ス
ト
に
よ
る
積
雪
の
状
況

分
析
と
弱
層
テ
ス
ト
を
行
い
、
そ

の
他
は
各
班
ご
と
に
講
習
を
行

っ

た
。
各
班
の
講
習
内
容
は
以
下
の

通
り
で
す
。

〔初
級
Ａ
班
〕
歩
行
、
ア
イ
ゼ
ン

歩
行
、
ス
タ
ン
デ
イ
ン
グ
ア
ツ
ク

ス
ビ
レ
イ
、
滑
落
停
止
、
雪
洞
と

シ
ェ
ル
タ
ー
の
掘
り
方
、
ビ
ー
コ

ン
の
操
作
方
法
と
特
性
、
プ
ロ
ー

ビ
ン
グ
方
法
、
掘
り
出
し
方
法
、

雪
崩
救
助
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ヨ
ン
。

〔初
級
Ｂ
班
〕
ア
イ
ゼ
ン
無
し
の

歩
行
、
ラ
ッ
セ
ル
、
滑
落
停
止
、

一
人
用
シ
ェ
ル
タ
ー
掘
り
、
埋
没

体
験
、
ビ
ー
コ
ー
ン
捜
索
、
プ
ロ

ー
ビ
ン
グ
か
ら
掘
り
出
し
。

▼
初
級
は
歩
行
訓
練
を
し
つ
つ
頂

上
を
目
指
す
。
雪
は
少
な
く
ア
イ

ゼ
ン
は
装
着
せ
ず
頂
上

へ
行
く
。

途
中
、
読
図
や
縦
穴
を
掘
り
、
緊

急
待
避
の
や
り
方
な
ど
行

っ
た
。

〔上
級
Ａ
班
〕
ア
ッ
ク
ス
・
ス
ノ
ー

バ
ー

・
土
嚢

・
立
木
の
枝
先
な
ど

を
使

っ
て
の
ア
ン
カ
ー
作
成
と
強

度
の
確
認
、
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
ア

ツ
ク
ス
ビ
レ
イ
で
衝
撃
荷
重
に
耐

え
う
る
体
勢

の
理
解
と
実
践
練

習
、
ロ
ー
プ
を
使
用
し
て
吊
り
お

ろ
し
、
引
上
げ
、
シ
ェ
ル
タ
ー
と

し
て
の
ス
ノ
ー
マ
ウ
ン
ト
作
成
、

ビ
ー
コ
ン
の
電
波
特
性
　
種
類
と

特
徴
　
ビ
ー
コ
ン
捜
索
、
プ
ロ
ー

ビ
ン
グ
の
方
法
、
Ｖ
字

コ
ン
ベ
ア

ー
ベ
ル
ト
の
掘
り
出
し
。

〔上
級
Ｂ
班
〕

フ
ィ
ッ
ク
ス
ロ
ー

プ
、
滑
落
停
止
、
土
嚢
、
竹
ペ
グ

で
の
懸
垂
下
降
、
色
々
な
コ
ン
テ

ニ
ュ
ア
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
方
法
、

セ
カ
ン
ド
滑
落
時
の
ロ
ー
プ
の
固

定
と
引
上
げ
、
埋
没
体
験
、
ス
タ

ン
デ
ィ
ン
グ
ア
ツ
ク
ス
ビ
レ
イ
、

ビ
ー
コ
ン
捜
索
。

▼
上
級
は
支
点
の
構
築
な
ど
テ
ン

ト
周
辺
で
行
う
。
ビ
バ
ー
ク
は
雪

が
少
な
い
た
め
快
適
な
雪
洞
が
作

れ
な
い
た
め
全
員
中
止
し
た
。

２
日
目
は
７
時
か
ら
雪
の
観
察

を
全
員
で
行
う
が
、
天
候
が
崩
れ

出
し
た
の
で
１２
時
で
講
習
を
終
了

し
、
閉
会
式
後
解
散
し
た
。

今
回
は
、
例
年
よ
り
積
雪
量
が

極
端
に
少
な
い
中
で
の
講
習
会
と

な

っ
た
が
、
受
講
生
、
指
導
員
の

頑
張
り
で
内
容
の
濃
い
講
習
会
と

な

っ
た
。
　
　
　
　
（高
木
　
宏
）

名
古
屋
山
岳
会

太

田

陽

子

雪
山
講
習
会

（上
級
Ｂ
班
）
に

参
加
し
ま
し
た
。
私
の
班
は
、
ブ

ッ
シ
ュ
や
土
嚢
袋
、
ス
ノ
ー
バ
ー

を
利
用
し
た
支
点
構
築
、
ス
タ
ン

デ
ィ
ン
グ
ア
ツ
ク
ス
ピ
レ
ー
、
要

救
助
者
の
上
げ
下
ろ
し
な
ど
を
、

様
々
な
場
面
を
想
定
し
て
練
習
。

ス
タ
ン
デ
イ
ン
グ
ア
ツ
ク
ス
ビ
レ

ー
は
全
員
が
何
か
し
ら
間
違
え
て

お
り
、
正
し
い
や
り
方
に
直
し
て

み
る
と
、
荷
重
の
か
か
り
方
が
全

く
違
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

最
小
限
の
道
具
で

ク
ス
ピ
ー
デ

ィ
ー
に
支
点
を
構
築
す
る
多
を
常

に
念
頭
に
お
い
て
、
最
良
の
方
法

を
皆
で
考
え
て
試
行
錯
誤
し
、
そ

れ
に
対
し
て
高
木
講
師
に
指
導
し

て
頂
け
た
の
で
、
非
常
に
実
践
的

で
身
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
「
コ
ン
テ
の
技
術
を
知

り
た
い
」
と
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、

Ｂ
班
の
永
田
講
師
が
快
く
特
別
レ

ツ
ス
ン
を
し
て
く
だ
さ
る
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
講
師
の
方
が
得
意
分

野
を
持

っ
て
お
ら
れ
、
気
さ
く
に

質
問
に
も
応
じ
て
く
だ
さ

つ
た
の

で
、
非
常
に
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
講
師

の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し

安
全
登
山
／

豊
橋
山
岳
会

高

柳

景

子

雪
山
講
習
会
の
初
級
に
参
加
し

ま
し
た
。

１
日
目
は
大
日
ヶ
岳
山
頂
を
目

指
し
て
、

つ
ぼ
足
歩
行

の
練
習
を

し
ま
し
た
。
急
斜
面

の
歩
行
は
、

な
か
な
か
足
が
上
手
ぐ
使
え
な
く

コ
ツ
を
教
え
て
も
ら

い
な
が
ら
も
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な
ん
と
か
登
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

コ
ー
ス
を
少
し
離
れ
先
頭
を

替
わ
り
な
が
ら
の
歩
行
も
し
、
途

中
で
読
図
の
練
習
も
し
ま
し
た
。

休
憩
後
は
滑
落
停
止
、
ビ
バ
ー
ク

の
仕
方
、
テ
ン
ト
場
に
着
い
た
後

は
、
ビ
ー
コ
ン
の
使
い
方
を
練
習

し
ま
し
た
。

２
日
目
は
雪
質
の
見
分
け
方
を

勉
強
し
、
そ
の
後
チ
ー
ム
別
に
訓

練
と
ビ
ー
コ
ン
の
使

い
方
の
続
き

に
雪
崩
に
あ

っ
た
と
き
の
救
助
方

法
。
ま
た
、
埋
没
体
験
は
凄
く
や

っ
て
み
た
か

っ
た
の
で
、
体
験
で

き
て
良
か

っ
た
で
す
。

更
に
ゾ
ン
デ
の
使

い
方
、
救
助

者
を
運
ぶ
シ
ー
ト
の
使
い
方
、
ロ

ー
プ
の
縛
り
方
も
習
い
ま
し
た
。

２
日
間
学
ん
だ
講
習
は
確
実
に

覚
え
、
安
全
な
雪
山
登
山
に
生
か

し
て
い
き
た
い
で
す
。

春
山
運
難
対
策
会
議

～
‐６
団
体
‐１８
名
が
入
山
～

春
山
遭
難
対
策
会
議
が
、
４
月

‐６
日
（火
）
午
後
７
時
か
ら
県
ス
ポ

ー
ツ
会
館
で
行
わ
れ
、
１６
団
体
２‐

名
の
リ
ー
ダ
ー
ら
が
出
席
し
た
。

は
じ
め
に
春
山
登
山
の
注
意
点

に
つ
い
て
有
冨
遭
対
委
員
長
か
ら

あ
り
、
つ
づ
い
て
春
山
の
気
象
の

特
徴
と
連
体
中
の
天
候
に
つ
い
て

大
矢
康
裕
気
象
予
報
士
か
ら
説
明

が
あ

っ
た
。

そ
の
後
、
山
域
別
に
リ
ー
ダ
ー

ら
が
分
か
れ
、
計
画
書
を
交
換
し

合

っ
て
検
討
し
、
緊
急
時
に
は
連

一

絡
を
取
り
合
う
こ
と
を
確
認
し
終

¨

了
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

確””『銅れＦ蝶猜は証陳睡
一　　　】一Ш日一旧一四Ｈ一田

鳳
跡
雌枷認
ビ
一
蝙蝠尾根から塩曇

一
　
　
　
　
豊
川
山
岳
会

，
　
　
　
浅
田

俊
夫

会満胡』旧
崎滲牌雌制に動岬
一
　
・９７６年
の久ヽ
に登
った蝙

山
で
実
施
し
３２
人
が
参
加
し
た
。
　
柁

蝠
尾
根
か
ら
塩
見
岳
が
印
象
に
残

午
前
９
時
、
猿
投
神
社
を
出
発

れ

っ
て
ぃ
ま
す
。
当
時
ま
だ
こ
の
ル

し
、
山
頂
、
猿
投
温
泉
ま
で
４
時

一

間
を
か
け
ゴ
ミ
を
拾
い
集
め
た
。
　
エ

終
了
後
、
温
泉
で
汗
を
流
し
て

，

食
事
を
し
帰
路
に
着
い
た
　
　
　
一，
て
、
暮
れ
も
押
し
迫
った
１２
月
３０

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ジ
ム
と
提
携

一

岡
崎
市
の

「
暮
ら
し
の
社
ク
ラ

一

イ
ミ
ン
グ
ジ
ム
」
と
施
設
提
携
を

「

い
た
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
「

こ
の
施
設
の
利
用
時
に
は
愛
知

¨

岳
連
の
会
員
証
を
提
示
す
る
こ
と

一

で

一
人

一
回
利
用
ご
と
に
料
金
を

¨

百
円
値
引
し
て
も
ら
え
ま
す
。
　
　
一

ま
た
、
会
員
は
割
引
を
受
け
た

一

か
ら
と
い
つ
て
他
の
施
設
利
用
者

一

と
の
扱
い
に
差
異
あ
り
ま
せ
ん
。

施
設
利
用
時
に
は
利
用
料
金
を
現

「

金
で
支
払

っ
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
一

こ
の

「暮
ら
し
の
社
」
は
ト
ッ

¨

プ
ロ
ー
プ
で
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
も

一

で
き
る
施
設
で
す
。
会
員
の
皆
さ

¨

ん
大
い
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
　
一

▼
暮
ら
し
の
社
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ジ
ム

一

愛
知
県
岡
崎
市
羽
根
町
字
若
官

一

３０
番
地

（Ｊ
Ｒ
岡
崎
駅
地
域
）

□

４
日
ロ

ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
を
着
け

５
時
半
出
発
す
る
。
昨
日
付
け
た

ラ
ッ
セ
ル
を
過
ぎ
る
と
腰
ま
で
の

ラ
ッ
セ
ル
と
な
り
、
ト
ッ
プ
は
空

身
と
な
り
交
代
で
ラ
ッ
セ
ル
す
る

が
時
間
ば
か
り
過
ぎ
て
い
く
。
徳

右
衛
門
岳

（２
５
９
９

ｍ
）
を
や

っ
と
の
思
い
で
越
え
下
っ
た
コ
ル

で
幕
営
。
昨
日
同
様
２
人
で
ラ
ッ

セ
ル
し
て
お
く
。

５
日
目
今
日
も
５
時
に
出
発
し

倒
木
帯

の
ラ
ッ
セ
ル
に
苦
労
す

る
。
深
雪
と
格
闘
し
７
時
間
で
森

林
限
界
に
で
る
。
３
日
間
着
け
て

い
た
ワ
カ
ン
を
取
り
強
風
の
中
、

蝙
蝠
岳
手
前
の
コ
ル
ー
で
幕
営
。

６
日
目
強
風
の
中
テ
ン
ト
を
撤

収
し
北
俣
岳

へ
と
登

っ
て
行
く
。

時
々
地
吹
雪
と
な
る
が
、
ラ
ッ
セ

ル
か
ら
解
放
さ
れ
ビ

ッ
チ
は
上
が

る
。
雪
の
着
い
た
塩
見
バ
ッ
ト
レ

ス
を
見
な
が
ら
順
調
に
進
み
、
Ｈ

時
２０
分
快
晴
の
塩
見
岳
山
頂
に
着

く
。
メ
ン
バ
ー
全
員
と
が

っ
ち
り

握
手
を
す
る
。
天
狗
岩
の
岩
場
を

慎
重
に
下
り
樹
林
帯

へ
、
ト
レ
ー

ス
が
あ

っ
た
の
で
１６
時
近
く
に
三

伏
峠
に
着
き
冬
期
小
屋
に
泊
る
。

７
日
目
三
伏
峠
か
ら
樺
沢
小
屋

経
由
で
塩
川
に
下
り
、
伊
那
大
島

よ
り
飯
田
線
で
豊
川
に
帰

っ
た
。

建設業許可を取りたい、日本国籍を取得したい (帰
化)、 遺言を公正証書で作成したい、戸籍謄本や除

籍謄本を代行取得して欲しい、任意成年後見の相談

をしたい、会計記帳を頼みたい等々
じギす罵孵 して監削 ,5のプロショップ罫憮す
ぎ

りゞ`抒

′

嘉嵩
〒448-0825
メJ谷市神明町6408
TEL 0566(23)8611
定休日/火曜日
営業時間/1000～ 20:00

〒460-0002 名古屋市中区丸の内 3丁目21番21号
ω離 女屋カリンら2りの 丸の内東桜ビル1004号室

TEL:090-4857-9130
URL:http://www nygs‐ o「ice com/
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積
極
的
に
活
用
し
よ
う
／

愛
知
岳
連

北
谷
小
屋

御
在
所
岳
裏
道
の
途
中
に
あ
る

藤
内
小
屋
の
対
岸
奥
に
、
愛
知
県

山
岳
連
盟
所
有
の

「
北
谷
小
屋
」

と
テ
ン
ト
場
が
あ
り
ま
す
。

加
盟
団
体
に
お
か
れ
ま
し
て
は

活
動
の
場
と
し
て
、
積
極
的
に
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

▲
北
谷
小
屋
の
概
要

５０
ポ
ほ
ど
の
板
張
り
の
部
屋
が

あ
り
、
ト
イ
レ
も
併
設
さ
れ
て
い

ま
す
。
備
品
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

利
用
時
に
は
、
炊
事
道
具
や
寝
具

を
持
参
く
だ
さ
い
。

▲
利
用
の
方
法

愛
知
岳
連
に
所
属
す
る
団
体
は

事
前
に
予
約
し
て
利
用
し
て
く
だ

ヽ
」
い
。

・
予
約
先
は
栗
木
洋
明

へ

（北
谷

小
屋
担
当
）
メ
ー
ル
で
予
約
内
容

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

〈予
約
先
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
〉

日
”
『ｏ
●
Ｎ
Ｏ
こ
の
ひ
置
一ｏ
げ
①
』
ｏ
ピ

皿
０
９
０
・１
２
７
０

０
５
０
９

Ｍ
０
５
８
７
　
３
７
　
０
９
０
５

申
込
内
容
　
利
用
団
体
名
、
利

用
日
時
、
利
用
責
任
者
及
び
連
絡

先
、
利
用
人
数

藤
内
小
屋
に
寄

っ
て
、
予
約
済

み
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
、
カ
ギ
を

借
り
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
但

し
、
現
在
藤
内
小
屋
は
土
曜

。
日

曜
日
の
み
の
営
業
と
な

っ
て
い
ま

す

の
で
、
平
日
利
用
の
場
合
は

「
ゆ
う
め
―
る
」
等
で
カ
ギ
の
受

け
渡
し
を
し
ま
す
。

▲
利
用
目
的

利
用
目
的
は
宿
泊
、
集
会
、
親

陸
会
な
ど
会
の
目
的
に
応
じ
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▲
利
用
上
の
注
意
点

破
損
や
火
災
に
は
十
分
注
意
し

利
用
後
は
必
ず
清
掃
を
し
、
ご
み

等

一
切
の
も
の
を
放
置
し
な
い
よ

う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
施
錠

を
確
認
後
、
カ
ギ
は
藤
内
小
屋

ヘ

返
却
し
て
く
だ
さ
い
。
万
が

一
返

却
で
き
な
か
っ
た
場
合
は

「
ゆ
う

め
―
る
」
等
で
栗
木
宅
ま
で
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

▲
利
用
料
金

一
団
体

一
泊
三
千
円
。
テ
ン
ト

場
無
料
。
但
し
個
人
は
予
約
不
要
、

使
用
後
は
必
ず
栗
木
ま
で
報
告
し

て
く
だ
さ
い
。

うなざ錦ニアロ い ば しょう

“

勢
 `・  孝

〒461「Ou13名古屋市中区錦三丁目13番 22号
TEL 052〉 951-1166番

営業時間  午前 11:∞～午後 2:30
午後 ■∞～午後 8:00

定 休 日   日曜日・第二・第二月曜日

OriginaI Wear&Goods

オリツナルウエア・CMウェア(広告掲載)
カジュアルユニフォーム&グッズ
デザイン・企画.制作
お気軽にお問合せ下さい。

特許出願GLASS,ER(H(グ ラスパ‐チ)

ント   〒491●335 愛知県―宮市あずら1‐57



(5)第433号 愛 知 岳 連 ニ ュー ス 令和元年 6月 18日

平成31年度 春 山入山状況 H31424現 在

▲槍 穂高岳方面
(No)  (所属団体名) (登 山 期 間 )

4/27～  5/ 1

4/27- 4/29
4/29 ～  4/30

4/26 ^-  4/29

4/28^- 5/ 1
4/28-  4/30
5/ 3 ～  5/ 5

5/ 1 --  5/ 3

名 古 屋 山 岳 会

MMC同 崎山岳部
トヨタ自動車山岳部

豊 田 山 岳 会

大 山 口1 岳 会

(登  山 ル ー ト)
高瀬ダム～北鎌尾根～槍ヶ岳～上高地

新穂高～ジャングルム飛騨尾根～新穂高

上高地～明神岳南西尾根～主峰～上高地

槍 平 ～ 中 崎 尾 根 ～ 槍 ～ 槍 平

上高地～横尾～涸沢～奥穂～北稿～上高地

上高地～横尾～蝶ケ岳～横尾～上高地

新穂高～槍平～奥メL山～槍平～新穂高

上高地～横尾～槍ケ岳～横尾～上高地

数

名

名

名

名

名

名

名

名

人

３

２

３

５

５

４

２

２

人

子

子

勇

大

之

明

健

一
雅

祥

康

　

竜

啓

公

ダ一り

田

藤

田

村

田

島

野

藤

内

斉

武

西

和

本

枢

伊

▲自馬 後立山方面
1 名 古 屋 山 岳 会
2 岡 崎 山 岳 会
3 デ ン ツー 山岳 部
4 や ま び こ 山 想 会

4/28 -―

4/26 -
4/27 ^―

5/ 3～
5/ 3～
4/26 -
4/28^―

名

名

名

名

名

名

名

一
子

弥

治

宏

直

子

純

良

昌

千

　

義

和

田

口

谷

森

木

松

澤

多

田

舘

宮

高

小

長

遠見尾根～五竜岳GO稜、北尾根～遺見尾根

猿 倉 ～ 鑓 温 泉 ～ 猿 倉

猿 倉 ～ 自 FJ尻 ～ 主 稜 ～大 雪 渓

扇沢～爺が岳南尾根ヽ冷池～鹿島槍

西 遠 見 I～ 五 竜 ～ 西 遠 見 山

大谷原～鹿島槍ケ岳 (東尾根)～大谷原

栂池～自馬～雪倉～朝日～蓮華～栂池

Ａ

会

会

岳

岳

Ｓ

山

山

橋

崎

Ｇ

豊

岡

▲期 立山方面
1

2

3

4

5

6

名 古 屋 山 岳 会

lMl崎 山 岳 会
名古屋グルッペハイジ

豊 橋 山 岳 会

名 古 屋 山 岳 会

5/ 2 -

5/ 3 ^―

4/29 ^―

4/29-―

5/ 2 -―

4/28 ‐―

５

６

１

４

５

２９

馬場島～早月尾根～剣岳～馬場島

馬場島～小窓尾根～剣岳～馬場島

室堂～別1～真砂～雄山 奥大日～室堂
剣 尾根 ～ (早 月尾 根 か ら往 復 )

馬場 島～実1岳 ～赤谷山～馬場 島

黒四ダムヽ ハシゴ谷乗越～二股～黒四ダム

名

名

名

名

名

名

太

生

也

基

紀

夫

悠

一
卓

英

佑

義

中

村

川

本

吉

川

日

高

湯

岩

稲

小

4/27 ^―

4/29～
4/27-―

4/28-―

4/27 -―

11名

1名

4名

1名

4名

彰

幸

裕

平

織

博

昭

脩

早

橋

原

伯

木

邊

古

桑

佐

鈴

渡

北沢峠～載沢大滝ノ頭～小仙丈～仙丈～北沢峠

北沢 峠 ～ 甲斐駒 仙 丈 ～北 沢峠

北 沢 峠 ～ 甲 斐 駒 ～ 北 沢 峠

市野瀬ヽ三峰川源頭～仙丈ケ岳～市野瀬

池 口 岳 ～ 光 岳 (往 復
'

一中レツペノ、ィ輔権』

『曇̈
輌チ・ム晰

ヘ
ム
ン゙
　
燿
は
曹ヽ
´
△ム

前
１
２
３
４
５

▲

▲その他方面

1  豊
2  岡
3  春
4  愛
5

6  岡
7

8  豊 橋 山 岳 会

4/28 ～  5/ 2

5/ 5

5/ 2 ～  5ノ 4

4/26--  4/28

5/ 3 --  5/ 5

5/ 3 ～  5/ 4

5/ 3 --  5/ 5

4/30 -  5/ 2

〈ム
ムム
〈バ
△
ム
　
　
　
ム
ム

岳

岳

岳

岳

　

岳

山

山

山

井

山

ク
山

″

田

崎

日

知

　

崎

月 山 ～ 湯 殿 山 (山 ス キ ー )

馬 返 ～剣 ケ峰 (富 士 出 )～ 馬 返

開 田 ～ 御 嶽 山 ～ 開 ロ

上 高 地 開 山 祭 ～ 岳 沢 散 策

土 小 屋 ル ー ト

霧 藻 ケ峰 ～雲 取 山～ 霧 藻 ケ峰

内山峠～櫨岩～荒船山～1慮岩～内山峠

石 徹 白～ 別 山 (往 復 )～ 石徹 自

名

名

名

名

名

名

名

名

久

子

雄

夫

夫

美

幸

口
広

一

一
明

ヒ

本

川

木

馬

馬

藤

藤

木

山

石

山

有

有

加

加

鈴 克 己

◆
７

・
８
月
ス
ヶ
ジ
ュ
ー
ル

|1光庁長官登録続行業第490,′は ,日本旅行業協会工,員

別 響 動藤》 駐_
海外 トレッキング/世界の山旅 専P5旅行会社
ますは「ツアーカタログ」ご請求下さい

個人&グループでのご利用お待ち申し上げます

名古屋営業所 TEL:052-581-3211
〒4500002名古屋市中村区名駅 323-2第 3千福ビル 3階

FAX:052-561-3338  E― mail:nagoyaealpine― tour lom

ホームページ http://www alpine― tour com

月  日 容内

629
72
79
727-28
86
818

指導員総会 (刈谷アイリスホール)

常任理事会 (OMCビル)
気象遭難対策講習会 (県スポーツ会館 )

東海ブロック大会 (三重 )

常任理事会 (OMCビル)
高体連夏季大会 (県民の森 海老沢 )

少年少女登山教室 (鈴鹿 )

第 2回理事会 (県スポーツ会館 )
SC確保講習会 (岡崎 )
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